
 

「ひろしまバイオデザイン ヘルステックフォーラム」 

の開催について 

１　要旨・目的 

県内における健康・医療関連産業のさらなる活性化を図るためのフォーラムを次のとおり広島

大学の主催により開催する。 

　　（注）「ヘルステック」（Health-Tech）とは、健康（ヘルス）と技術（テクノロジー）を掛け合わせた造語。AI（人工

知能）やウェアラブルデバイス（手首や腕などに装着するコンピューター機器）など、様々なデジタル技術を組み

合わせて、医療や創薬、介護といった領域の課題を解決する技術を、総称してヘルステックと呼ばれている。 

２　現状・背景 

○　県では、健康・医療関連分野を新成長産業の１つとするため、平成24（2012）年度から補助

制度を設け、医療機器、福祉用具及びヘルスケアサービス等の開発を支援している。 

○　また、県内唯一の医学系研究拠点である広島大学では、「ひろしまバイオデザイン※１」プログ

ラムとして、医療機器等の開発人材の育成や関連ビジネスの創出支援に取り組んでいる。 

○　健康・医療関連分野でのオープンイノベーション※２を引き続き促進するため、県内の関連企

業や臨床工学技士等の医療機関、行政等の関係者が交流する場を設け、情報共有やネットワー

クの構築を図っていく必要がある。 

　　※１「バイオデザイン」とは、平成13（2001）年に米国スタンフォード大学で開発された、「デザイン思考」（ビジネ

ス上の課題を発見・解決するための思考法）を用いて、革新的な医療機器を生み出すための人材育成プログラム。

国内では、平成 27（2015）年から東北大学、東京大学及び大阪大学において実施。広島大学では、平成 29（2017）

年から県と連携してプログラムを実施している。 

　　※２「オープンイノベーション」とは、自社技術だけでなく、他社が持つ技術やアイデアを組み合わせて、革新的な

商品やビジネスモデルを生み出すこと。 

３　開催概要等　※詳細は別紙のとおり 

(1)　実施概要 

 (2)　予算（単県） 

　900 千円（広島大学に交付決定した「バイオデザイン・プログラム運営事業費補助金」

（17,000 千円）内で対応） 

 

(3)　事業目標 

参加定員50名の確保 

 日　時 令和７年１月17日（金）13時30分～18時30分

 会　場 SENDA LAB（センダラボ）： 広島市中区東千田町1-1-89

 主催等 主催：広島大学 ／共催：ひろぎんエリアデザイン㈱、広島県

 
対象者

県内外の健康・医療関連企業、医療機器関連産業への参入を目指す社・者、大学

等の研究者及び医療従事者（定員：50名）

 内　容 基調講演、事例紹介、県の支援制度の紹介等
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